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拝啓 時下ますますのご清祥のこととお慶び申し上げます。

本年は、 高柳健次郎博士による電子映像表示実現100周年にあたることを記念し、

博士の功績とその社会的なインパクトを広く共有し、 後世に伝えることを目的として、 

諸学会はじめ関係諸機関のご賛同を得て国際シンポジウムを開催いたします。

当日は、 この分野を牽引されている専門家の皆様にご講演を賜り、 電子映像表示が

もたらした歴史的意義と未来への展望について語っていただ＜予定です。

下記の要領で、 オンライン ・シンポジウムを開催しますので、 ご視聴賜りますよう

お願い申し上げます。

敬具

2026年7月吉日

「高柳健次郎」電子映像表示の実現100周年記念国際シンポジウム

組織委員長 末松安晴

実行委員長 榎並和雅

記

日時 2026年10月22日（木） 11時,.._, 18時

（講演会場 NICTイノベーションセンタ ー よりオンライン送出）

■ 主催 公益財団法人高柳健次郎財団

■ 共催 一般社団法人映像情報メディア学会 一般社団法人電子情報通信学会
一般社団法人情報処理学会 一般社団法人電気学会

■ 協賛 独立行政法人日本学術振興会 国立研究開発法人情報通信研究機構

国立大学法人静岡大学 NTT株式会社 日本放送協会

■ 協カ 一般社団法人日本民間放送連盟 一般社団法人日本ケ ー ブルテレビ連盟

■ 後援 文部科学省 総務省

『オンライン参加申込』

・参加申込は、 下記URLあるいはQRコ ー ドからお申し込み下さい。

https: //business. form-ma i ler.j p/lp/09e225c93 56070 

• お申し込み完了後、 ご登録いただいたメールアドレス宛に自動返信メールが

送信されます。 自動返信メールに記載のZoom参加用URLよりご参加ください。

麗

https://business.form-mailer.jp/lp/09e225c9356070
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■ 開会

■ 司

1 1時

会

■ 開会挨拶

■ 来賓祝辞

国立研究開発法人情報通信研究機構理事

100 周年記念国際シンポジウム組織委員長

文部科学省研究振興局長

総務省 国際戦略局長

（敬称略）
盛合志帆

末松安晴

記念講演

1. AIネイティブ時代におけるICTア ーキテクチャの進化： （11:20-11:45) 

動的かつ適応的なB5G/6Gおよびサイバ ーフィジカルシステムの実現へ

（国立研究開発法人情報通信研究機構顧問慶應義塾大学名誉教授 徳田英幸）

2. 限界打破のイノベーション：IOWN (11:45-12:10)

(NTT株式会社 チーフエグゼクティブフェロー 川添雄彦）

3. 映像技術の進化と展望

（日本放送協会理事・技師長 伊藤寿浩）

4. 高柳健次郎はいかにして電子ディスプレイを生み出したか

(100周年記念国際シンポジウム実行委員会副委員長 占屋一仁）

休憩（13:00-14:00)

招待講演

ー

1. 駕異の歴史とその未来

（東京科学大学未来社会創成研究院  Dlab＋ディレクタ

2. VR、メタバース、デジタルエンターテインメント

（東京工科大学教授、 東京大学名誉教授 廣瀬通孝）

3. 生成AIが拓く未来社会とイノベーション

（日本マイクロソフト執行役員常務 岡奇禎）

休憩（15:30-16:00)
4. 映像技術の進化

（ソニ ー株式会社技術センター 須藤文彦、 鈴木博明）

5. 有機ELが拓く電子表示の革新と次世代展望

（山形大学未来創造ラボラトリ ー ディレクタ ー

6. インタ ーネット文明～むすばれる社会～

（慶應義塾大学名誉教授 村井純）

閉会挨拶

100周年記念国際シンポジウム実行委員長

(12:10-12:35) 

(12:35-13:00) 

(14:00-14:30) 

伊藤亜紗）

(14:30-15:00) 

(15:00-15:30) 

城戸淳二）

(16:00-16:30) 

(16:30-17:00) 

(17:00-17:30) 

榎並和雅 (17:30-17:40) 




